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【校長室より】   『GOTOグローカル』  

                            校長   原田 尚之 

五島高校に２０数年ぶりに赴任し、最も衝撃的だったのは、生徒数が前回赴任していた頃

より半分程度になっていたことでした。少子高齢化問題は、頭の中で解ってはいましたが、

目のあたりにして衝撃を覚えました。それに加え、２０４０年問題が追い打ちをかけるよう

に話題となり、このままだと五島市も約７６％の割合で消滅してしまうかもしれません。し

かし、この問題に対しては、地元の皆様が様々な努力を重ねられ、対策がなされています。

本校としても積極的に参加し応援していきたいと思います。 
 

 地方創生や地域の活性化は、今や日本が直面する最大の課題の一つです。地域の活性化な

くしては日本の発展は望めないとも言われています。地域の活性化は、究極のところ人づく

りであり、郷土愛と強い意志を持ち、地域の発展を支える人材の育成が地域活性化の最大の

課題です。そのためには、大人だけでなく、将来を担う子どもたちにも地域活性化問題の

メッセージを送る必要があると思います。高校時代は地域の子どもたちへ、様々なメッセー

ジを直接送れる最後の期間と言っても過言ではありません。 
 

各学校は、生徒の進路保障という目標に向かって色々な努力を重ねています。本校におい

ても、総合的な学習の時間やLHRの時間を使って様々な進路指導を行っています。どの企業

に就職するか、どの大学等に進学するかも大切ですが、進路指導の最終的な目標は 

「自分の特性を生かし、いかに社会的貢献をするか」 

を考える事だと思います。しかし、高校時代は身近な地元の課題に対して 

「自分の特性を生かし、いかに地元の活性化に貢献するか」 

を考えてほしいと思います。身近な事から取り組むことによって、より具体的に考える事

ができ、様々な視点を養う事ができるからです。 

将来は世界に羽ばたきグローバルな世界で活躍する

人もいるでしょう、また、地元に戻りローカルな世界

で活躍する人もいるでしょう。どのような立場で活躍

するにしても、様々な立場や分野から、自然豊かで素

晴らしい五島の活性化に貢献してもらいたいと思って

います。できればGOTOグローカル（グローバルな視

点を持ち、ローカルに活躍する）な世界で活躍してほ

しいと願っています。 



【吹奏楽コンクール壮行式】 
 （7月１７日） 

  

 ７月１７日（金）、吹奏楽部の壮行式を行

いました。今年は３年生９名、２年生１８

名、１年生１４名の、総勢４１名で、課題曲

Ⅱ『春の道を歩こう』と自由曲『バレエ音楽 

青銅の騎士』を演奏しました。吹奏楽部は毎

年７月末に行われる吹奏楽コンクールで金賞

をとり、九州大会に出場することを目標とし

ています。部員同士音楽に対する意見を出す

中で衝突をしつつも、同じ目標に向かって切

磋琢磨できる環境に感謝しています。本番

は、現在のメンバーで演奏できる最後の機会

となります。悔いが残らないよ

うに五島高校吹奏楽部のモッ

トーである「心に響くサウン

ド」を目指したいと思います。

 

 

 

【体育祭テーマ発表】（7月７日） 

 ７月７日（火）今年度の体育祭テーマ発表が行

われました。本年度のテーマは「華羅奮流」

（カラフル）～１人１人の個性を活かして～で

す。赤・青・黄、各団の個性を活かしながら、五

島の大地で輝く五高生を表現しようと、体育祭実

行委員会を中心に決定しました。 

 テーマ発表後、団の色決めを行い、下記の通り

となりました。９月６日（日）本番に向けて８月

中旬以降準備を進めていきますので、多くの方の

ご参観よろしくお願いいたします。  
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【寮大掃除・避難訓練】（７月３日） 

７月３日（金）考査最終日の午後、寮の大掃除と避難訓練を行いました。 

寮の大掃除を１５：００から１時間、生徒・教職員で行いました。通常の掃除区域だけで

なく、食堂や玄関の床の拭き掃除を行ったり、粗大ゴミを出すなど、見違える程寮がきれい

になりました。その後、１６：１０から、自衛消防訓練を行いました。避難訓練では模擬通

報や消化器の使い方の講習、避難梯子の確認も行うことができました。その後、水消化器に

よる模擬消火活動を行ったのですが、多くの生徒が自主的に参加していました。消防署職員

の方から講話もしていただき、寮生のみなさんの防火に対する意識も一層高まったようです。 

【五高祭テーマ発表】（６月２３日） 

 今年度のテーマは、『３６０°』 

自分自身を様々な角度から見つめ、新たな自分を発見

し、前向きに未来へと歩んでいく。そんな実行委員たち

の想いが込められたテーマです。 

３枚の中央スクリーンでの映像→ステージでのテーマ表現（ダンス）→中央スクリーンでのテーマ発表→

ステージでの演劇＋実行委員長の語り、という構成でテーマ発表を行いました。 

五高祭の主役は全校生徒です。五高祭実行委員３６名は、全校生徒のみなさんに未来に希望を抱いてもら

えるような五高祭を企画・運営していきます。今年度の五高祭に、是非ご期待ください。   

【全国大会への抱負】     
     

 私たち百人一首かるた部にとって最も大きな２つの大会がいよいよ開催されます。７月１８日からは

滋賀県で開催される全国高等学校小倉百人一首大会に、７月２８日からは同じく滋賀県で開催される全

国高等学校総合文化祭に参加してきます。この１年間部員全員で練習に励んできた成果を発揮できるよ

う全力で戦ってきたいと思います。五島高校生として、長崎県の代表として目標を達成できるよう頑

張ってきます。                           百人一首かるた 選手一同  

 

    赤 団   黄 団   青 団 

３年 １・３・６組   ２・４組   ５・７組 

２年   ２・４組   ５・７組 １・３・６組 

１年   ３・５組 １・６・７組   ２・４組 
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【あこうセミナー】   

       （７月１４日） 

 ７月１４日（火）に総合的な学習の

時間の一環として、職業講演「あこう

セミナー」が実施されました。 

 保健師、栄養士、市役所水産課、市

役所税務課、海上保安、福祉、家畜衛

生課、理学療法士、司法書士、看護師、

保育士、警察官、新聞記者の１３の

ブースに分かれ、それぞれ五島に住

む職業人から２回の講話をいただき

ました。職業の魅力や難しさ、その職

業に就くまでの道のりなど、詳しく

説明していただき、生徒も熱心に耳

を傾け、意欲的に質問をしていまし

た。 

 生徒は目標とする職業に対しての

理解を深めることができ、このセミ

ナーをきっかけとして自身の進路意

識を高めることができたのではない

かと思います。現在、２年進級時の文

理選択が行われています。このセミ

ナーで学んだことを、ぜひ反映させ

てもらいたいものです。 

  

 

 

第１回校内競技大会結果（７月７日） 

【衛生看護科１年生施設実習】（７月９・１０日） 
 

７月９・１０日の２日間、聖マリアの園とﾘﾊﾋﾞﾘｾﾝﾀｰふくえに

おいて、衛生看護科１学年の施設実習を経験しました。  

 実習では、食事介助や排泄介助、清潔ケアを行わせていた

だきました。初めは、支持されたことに必死で周りをよく見

ることができず、自ら行動することができませんでした。し

かし、時間が経過すると共に、自ら積極

的に話しかけることができました。利用

者様からも、「頑張ってね。」や、「気

が利いて何でもできていた。」という温

かい言葉と笑顔をいただき、とても嬉し

かったです。今回の施設実習では、看護

する大変さ、やりがいを知ること

ができました。この２日間で看護

職の良さを知り、このような職に

絶対就きたいと思いました。これ

からも、12月の施設実習に向けて

校内実習も一つ一つ丁寧に実践で

も有用するように努力していきた

いです。（生徒の感想より）  
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     優勝    ２位 

バレーボール男子   ２年７組   １年３組 

卓球男子   ３年１組   ２年５組 

バレーボール女子   ３年１組   ２年７組 

卓球女子   １年１組   ２年１組 

 【九州大会を終えての感想】 美術部 2年 浦 きみか 
  

 宮崎県で６月１８日（木）から開催された九州大会の作品を生

で見て、最初に感じたことは、それぞれの個性が強く出ている作

品が多かったということです。合評会では、他県の生徒の絵に対

する熱意やこだわりなどを聞いて、絵に対する強い気持ちを感

じ、とても参考になりました。生徒交流会でのチョークアート制

作では、他県の人と班の中で協力し合って、巨大な作品が完成し

たことにとても感動しました。九州大会では、九州８県のいろい

ろな人と交流できたのが一番よい経験になったと思います。 

 

【マリンスポーツ実習】（７月2日～3日） 
 ７月８日（水）から１０日（金）の日程で、玉之浦小浦海水浴場でのカヌー実習やさんさん富江キャン

プ村での水泳実習、マリンスポーツ、飯ごう炊さん、普通救命講習（富江町公民館・五島市消防署の御協

力）などを実施しました。どの実習も地域の方々のご協力と五島の自然のおかげで充実した実習を行うこ

とができました。 

 今年は、１・２年生のスポーツコースの生徒２２名が参加しました。生徒たちはそれぞれが個々の役割

を果たし、１・２年ともに協力して活動している様子を目にする機会が多い素晴らしい実習でした。生徒

たちは、快適とは言えない不便なテント生活という普段できない体験を通して、自然の雄大さ、仲間と協

力して生活することの大切さ、さまざまな活動をやり遂げた時の達成感を味わうことのできた素晴らしい

実習であったと確信しています。 



  

 
   「 伸びるメカニズム 」                   ２学年主任   渕上 透 

 

誰しも「上達したい」「力をつけたい」と思っていることがあるでしょう。でもどうやれば上達す

るのか？ 実は上達するにはそれなりの仕組みがあるようですので紹介します。 

例えば野球。監督やコーチが選手にバントの正しいやり方を教えます。選手への説明は１０分ぐら

いでしょうか。その説明を聞いて選手がなるほどと納得します。しかし、説明を聞いただけでは当然

バントはできません。そこからその選手はチームメイトにボールを投げても

らい、何球も何球も練習します。最初は上手くいかないでしょうが、なぜ上

手くいかないのかいろいろ思考錯誤しながら何十球、何百球と練習を積み重

ねていくうちに自在にボールを転がせるようになります。 

力が伸びるかどうかは、一人になった時の時間をどう過ごすかで決まりま

す。勉強にも同じことが言えます。授業を受けた後に復習を重ねる回数が多

いほど力がつくのです。夏休み中は家で過ごす時間が増えると思います。

「伸びるメカニズム」を理解してぜひ実践してみてください。ポイントは何

度も何度も繰り返すことですのでお忘れなく。 

   「 聴 く 力 」         １学年主任   谷口 享 

 

  「聞く」と「聴く」の２つの漢字の意味を考えてみたい。「聞く」というのは漢字が示すとおり

「耳」だけで聞くということである。一方「聴く」という漢字には「耳」「目」「心」が含まれてい

る。「聞き流す」と言うが、「聴き流す」とは言わない。私たちは普段の生活の中で多くの事を聞き

流しているのではなかろうか。特に、自分に興味・関心がないことや、自分にとって耳が痛い話は聞

き流したり、聞いているふりをしたり、ひどい時には耳にふたをして全く聞かないことさえもある。

日常生活の中で、人の話を聴く機会はたくさんある。もしかすると話す機会よりも多いかもしれな

い。学生ならば授業を「聴く」、ホームルームで担任の話を「聴く」、集会や講演会で講話を「聴

く」、部活動の顧問の指示を「聴く」、友達の話を「聴く」等々…。これまで

人の話を聞き流していなかったか、今一度、自身に問い直して欲しい。たとえ

ば、「明日の授業には○○を持って来なさい。」と言われたとする。しかし、

翌日○○を持ってこない、ということがなかったか。そしてこれは、とても危

険なことであるということを再認識したい。今、私たちにとって大切なことは

「聴く力」をつけることである。それは、日常の中で訓練できるものであり、

それを継続することにより身についていくものである。人の話は「耳」「目」

「心」で、しっかり聴きたいものである。 
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【九州大会を終えての感想】 

       柔道部 ３年 戸野本 幸輝 

 私は、６月２１日（日）に宮崎県で開催され

た九州大会柔道競技の男子個人１００ｋｇ超級

に出場いたしました。対戦相手は、昨年九州新

人大会で戦い負けた佐賀工業高校の橋口孝志朗

選手でした。試合は、リベンジの戦いで積極的

に技を繰り出しましたが、試合終了間際に受け

た指導で、１回戦敗退という結果に終わりまし

た。最後に、後輩の皆さんには、五島高校の攻

撃柔道で上位大会で活躍してほしいと思ってい

ます。  

【九州大会を終えての感想】  

       剣道部 ３年 與田 瑞希   

 私は「まだ仲間や先生と剣道がしたい」と

思ったとき、高総体で九州大会の切符を掴み取

ることができました。あれから一ヶ月があっと

いう間に過ぎ、熊本県菊池で試合に挑んできま

した。今まで指導してくださった濱口先生、い

つも応援してくれた保護者や仲間に対し、感謝

の気持ちを結果に残したいと思いました。しか

し、結果は一回戦敗退に終わり、悔しさと申し

訳なさで一杯でした。残す試合は玉竜旗。その

後、夏の学習合宿に参加します。 


